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平成 30 年 7 月豪雨災害の被災地を訪問した
看護学生の学び

祝原あゆみ，渡邉　克俊

島根県立大学出雲キャンパス災害研究会の学生が平成 30 年 7 月豪雨災
害の被災地である広島県南部の A 町を訪問し，行政職員や支援者からの
説明，被災現場の視察，応急仮設住宅住民との健康交流会を体験した。学
生達は，甚大な被害を受けた現場を視察し，被災地にて様々な立場にある
人々の話を聴いたり交流したりすることにより，被災地訪問後のレポート
中に様々な学びを記述していた。レポートの記述の中から，学生が学び，
感じ，考えた部分を抽出し，質的記述的に分析した。被災地訪問における
学生の学びとして【被災するという現実】【平常時からの備えの重要性】【継
続支援のための知識・技術の獲得への意欲】の 3 つのコアカテゴリが生成
された。今回の被災地訪問は，学生の防災や災害支援活動への関心だけで
なく，災害時の看護や保健に関する活動のためには，まず看護の基礎的な
知識や技術が大変重要であることを理解し，学業への意欲を高めることが
明らかになった。
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概　　要

島根県立大学

Ⅰ．はじめに

近年，自然災害が頻発している。特に大規模
な豪雨災害は，梅雨の末期や台風シーズンを中
心に日本全国のどこかで毎年のように発生して
いる。「線状降水帯」「特別警報」「激甚災害」な
どは，すっかり耳慣れた言葉になりつつある。

平成 30 年 7 月豪雨災害では，長時間にわたる
記録的な大雨により，各地で河川の氾濫による
浸水や土石流等が発生し，特に岡山県，広島県，
愛媛県においては，多数の死者が発生するなど
の甚大な被害となった 1）。被災地には多くのボ
ランティアが訪れ，全国社会福祉協議会の報告
によると，被災からほぼ 3 か月が経過した平成
30 年 10 月 2 日現在までに，岡山県では延べ 8
万人以上，広島県では延べ 10 万人以上のボラン

ティアが活動したと報告されている 2）。
島 根 県 立 大 学 出 雲 キ ャ ン パ ス 災 害 研 究

会（Disaster Study Assistance Circle 以 下，
「DSAC」とする）は，災害支援に関心を持つ看
護学科の 1 年次生が平成 29 年度に発足させた
サークルである。メンバーは出雲キャンパスの
看護学科及び健康栄養学科の学生（以下，「学生」
とする）である。災害サイクル全体を幅広く研
究し，また大学近隣の地域と連携して住民の防
災活動についても考え実践していくことを目的
に活動している。

平成 31 年 3 月に，DSAC に所属する学生の
うち希望者 8 名（内訳：看護学科 2 年次生 6 名，
4 年次生 2 名）が，平成 30 年 7 月豪雨災害の被
災地である広島県南部の A 町（以下，「A 町」と
する）を訪問した。参加した学生は看護学科 2
年次生が中心であり，災害看護や災害保健の知
識が少ない者が多かった。しかし被災地訪問後
のレポートでは，災害支援に関連する科目が未
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表 1 被災地訪問の行程 
 内容 所用時間 

1 日目 A 町役場防災担当課職員からの説明 
 発災直後の被災状況と現在の復旧状況について 

A 町役場保健師からの説明 
 A町役場保健師が被災時に行った活動と現在も継続的に行ってい

る保健活動について 

60 分 

被災地視察 
 被災地 NGO 協働センターで活動中の支援者に A 町で最も被害

が大きかった B 地区を案内してもらい，被災地の現状を確認 

90 分 

初日の振り返り（宿泊先にて） 06 分 
2 日目 災害支援活動の実施：応急仮設住宅における「健康交流会」 

 血圧測定 
 健康体操（オロリン体操第 2） 
 茶話会にて住民との交流 

150 分 
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履修であっても学生なりに多くの学びが記述さ
れていた。

本稿の目的は，被災地訪問に参加した看護学
生の学びを明らかにすることである。

Ⅱ．方　　法 

１．対　　象
被災地訪問に参加した看護学生のレポートの

内容を分析対象とした。

２．データ収集方法
被災地訪問に参加した学生に，視察のまとめ

を行うため「被災地での学び」として A4 版 1 枚
程度のレポートを課すことを事前に伝え，期限
までに提出を受けた。

３．分析方法
提出されたレポートの記述内容から，学生が

学び，感じ，考えたことが記述されている部分
を抽出し，質的記述的に分析した。

４．倫理的配慮
学生には被災地訪問前に，レポートの内容を

まとめて DSAC の活動報告として公表する予定
であること，公表の際は個人が特定されないよ
うに十分に留意すること，レポートの内容から
得た情報は，視察のまとめ以外の目的では使用

しないこと，公表のためのデータとしてレポー
トを使用してもよいかどうかの判断は個人の自
由であることを口頭で説明し，了承を得た。

Ⅲ．被災地訪問の概要

１．目　　的
被災地訪問の目的は，DSAC の学生が平成 30

年 7 月豪雨災害の被災地である A 町への訪問
を通して，被災地の実態と課題について学ぶこ
とであった。

２．A 町の概要
A 町は高速道路や鉄道等によって広島市の市

街地へのアクセスに便利で，広島市周辺のベッ
ドタウンであると推測された。海岸部近くの平
坦地は行政機関や大型店舗等とともに新しい家
が数多く見られた。平坦地の背後には山が迫っ
ており，平成 30 年 7 月の豪雨災害時には山の中
腹からふもとまで密集していた古い家が土石流
によって流された。視察時には，更地が広がる
中に修理中の家や被災時の状態のまま残ってい
る家が点在していた。

平成 31 年 1 月 1 現在の A 町の人口は 13,048
人，高齢化率 29.9％，世帯数 5,672 世帯である。
平成 30 年 1 月１日現在の人口は 13,247 人，高
齢化率 29.6％，世帯数 5,761 世帯であり，被災後
の人口は 199 人減少している 3）。
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３．訪問の行程と被災の実態
被災地訪問の 2 週間前に，引率教員から参加

学生に対して被災地の状況を写真で示し，訪問
にあたっての留意点について共有する時間を設
けた。

被災地訪問の行程を表 1 に示す。1 日目は，A
町役場で防災担当者や保健師から被災時の状況
や保健活動について説明を受けた。防災担当者
からは，人的被害は死者 17 名，行方不明者 1 名

（平成 31 年 1 月 1 日現在）でその大半が高齢者
であったこと，発災時は電話対応に追われたこ
と，山が崩れたことによる土砂災害であったた
め，もともと高齢化率の高い山側の住宅の被害
が大きかったこと，被害の大きさや地形の特徴
から救助に時間がかかったこと等の説明があっ
た。保健師からは，発災の翌朝テレビに映った
役場庁舎外の状況は現実として受け入れがたい
光景であったこと，急性期の様々な混乱の中で，
保健師は連絡・調整，さらに指示を出す役目を
担うことになり，心の余裕を持てない中で，応
援派遣保健師のコーディネート，避難者の食事
の工夫，慢性疾患をもつ避難者の薬の調達，医
療確保のための調整等を行ったこと等が語られ
た。

役場で説明を受けた後，A 町で最も被害が大
きかった B 地区を視察した。被災地 NGO 協働
センターで活動している支援者の方の説明を受
けながら，家屋の修復や取り壊しの工事の様子，
ほとんど手つかずのまま残されている建物，住
宅地であった場所がほぼ更地になっている様
子，土石流によって運ばれた巨石など，現状を
目の当たりにした。

2 日目は看護学生による「災害支援活動」とし
て，A 町内にある応急仮設住宅（以下，「仮設住
宅」とする）の集会室を会場に，仮設住宅住民（以
下，「住民」とする）の方々を招いて健康交流会
を行った。健康交流会は，学生による血圧測定，
健康体操，島根から持参したお茶とお菓子での
茶話会で構成し，住民 14 名の参加を得た。

４．A 町の課題
A 町の防災担当者や保健師の話では，被災時

の課題として，県や災害支援団体とスムーズな

連携を取ることができなかったことが挙げられ
た。また，役場のライフラインが無事であった
ことは幸いであったが，今後は停電に備えて住
民基本台帳等を紙ベースでも備えておく予定で
あること，町保健師が災害時の保健活動に専念
できるような体制や，いざという時に医療機関
との連携が取れるシステム整備の必要性等が語
られた。

保健師は，月 2 回の連絡会議で A 町地域支え
合いセンターとともに，支援が必要な事例につ
いて情報を共有しているとのことであった。被
災後 9 か月が経過しているが，現状の課題とし
て，被災者はまだ元の生活に戻ることができて
いないこと，住民の精神的支援のための訪問や
見守りなどの保健活動を継続しているが，日中
は働き盛りの世代になかなか会えず，健康状態
の把握や支援ができていないことが挙げられ
た。

Ⅳ．結　　果

被災地訪問に参加した学生のレポートから学
びの内容を分析した結果を表 2 に示す。124 の
コードが抽出され，33 のサブカテゴリ，8 つの
カテゴリ，3 つのコアカテゴリが生成された。
コアカテゴリを【　】，カテゴリを〈　〉，サブ
カテゴリを [　] で示す。
１．【被災するという現実】

学生達は，保健師の話や被災地の視察，住民
との交流での話を通して，〈被災時の緊迫感や被
害状況の大きさ〉や〈被災者ニーズへの対応の
難しさ〉を実感していた。住民との交流では，
被災後約9か月を経てなお〈被災者が抱える様々
な思い〉を茶話会の中で感じ取り，被災者の声
を直接聴くことの大切さを学んでいた。住民は
血圧が高い方が多く，[ 健康に気を遣いながら生
活をしている ] 様子であった。学生達は避難生
活の継続や仮設住宅という生活環境が〈仮設住
宅住民の健康意識の高さ〉に影響しているので
はないかと推測していた。

２．【平常時からの備えの重要性】
学生達は，被災地保健師と応援派遣保健師，
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表 2 被災地訪問における学生の学び 
コア 

カテゴリ 
 

カテゴリ 
 

サブカテゴリ 

 
被災すると

いう現実 

 被災時の緊迫感

や被害状況の大

きさ 

 
 
 被災地を見学し，大変な被害であったことを実感した 

 発災直後の緊迫感と大変な状況が伝わってきた 

 役場職員も含めて町民すべての人が被災者である 

 災害は住民同士のつながりを壊してしまうこともある 

被災者ニーズへ

の対応の難しさ 
 
 
 健康管理が後回しになってしまう住民への保健師としての関わりの難

しさがあった 

 保健師は被災者の健康管理や衛生管理，支援の受け入れや連絡・

調整等，様々な役割を果たしていた 

 食事の支援では，食品衛生，栄養バランス，美味しさ，治療食などの

様々なニーズがあった 

 被災者が安心して生活できる場所の確保が必要である 

 夏の豪雨災害では食中毒や熱中症，感染症などの健康リスクがある

ため健康への早急な対応が必要である 

 正しい情報を記録して正確に伝えることが重要である 

被災者が抱える

様々な思い 
 
 
 被災者の生の声を聴くことができ勉強になった 

 被災者は様々な不安や様々な気持ちを抱えながら生活してこられた 

 9 か月経っていても被災者の心の傷は癒えていない 

 地域の人たちは励まし合いながら生活されている 

 住んでいた場所でまた暮らしたいと前向きに生活している人もいる 

仮設住宅住民の

健康意識の高さ 
 
 
 仮設住宅の住民は健康に気を遣いながら生活している 

 血圧が高い人が多い 

 
平常時から

の備えの重

要性 

 支援者・受援者の

相互理解や情報

共有が重要 

 
 
 

 災害時の支援組織・受援組織の相互理解や情報共有が大切である 

 発災直後の混乱した現場では外部からの支援が活動を妨げる可能

性もある 

 町保健師と応援派遣保健師がコミュニケーションをとりながら協力して

住民を支援することが大切である 

平常時からの備え

のあり方 
 
 
 地域に合ったマニュアル整備と職員の適切な配置が重要である 

 平常時の地図や名簿の管理が災害支援に役立つ 

 常用薬の情報を携帯することは大切である 

 
継続支援の

た め の 知

識・技術の

獲得への意

欲 

 被災者との交流の

継続は大切な支

援 

 
 
 継続的に支援していきたい 

 被災者の話を聴くことが大切である 

 被災者の交流ニーズが高い 

災害支援に役立

つ技術や知識の

獲得への意欲 

 
 
 

 支援者同士が互いを理解し支え合って被災者を支援できるようになり

たい 

 今自分にできることは災害に関する情報を発信することである 

 地域特性に合わせた関わり方ができるようになりたい 

 正確な看護技術や知識，コミュニケーション力を身につけることが必

要である 

 被災地，被災者への考え方・接し方を見つめなおしていきたい 

 被災者とのコミュニケーション技術を身につけたい 

 災害について学びを深めていきたい 
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その他様々な支援団体との間で〈支援者・受援
者の相互理解や情報共有が重要〉と考え，支援
者同士のコミュニケーションの重要性を学んで
いた。地域に合った災害対応マニュアルや支援
体制の整備，停電時に備えた紙ベースでの情報
管理といった行政側の課題とともに，住民が常
用薬の情報を携帯する等の自助の必要性も感じ
ており，〈平常時からの備えのあり方〉を考えて
いた。

３．【継続支援のための知識・技術の獲得への
意欲】

訪問した A 町では，未だ被災者の心の傷は癒
えていない現実があった。健康交流会を通して
学生達は住民の交流ニーズの高さや傾聴の意義
を実感し，〈被災者との交流の継続は大切な支
援〉であると考え，今後も継続的な支援が必要
という思いを持つようになっていた。また，被
災地訪問を経験し，地域の特性に合わせた支援，
正確な看護技術や知識獲得の必要性，災害支援
についての学びを深めることなど，〈災害支援に
役立つ技術や知識の獲得への意欲〉を持ち，今
後自分が学ぶべき課題を考えていた。

Ⅴ．考　　察

平成 30 年 7 月豪雨災害から 9 か月が経過し
た平成 31 年 3 月の 2 日間，DSAC の学生が豪
雨災害の被災地を訪問し，被災地の実態や課題
を学んだ。学生の学びとして，【被災するという
現実】【平常時からの備えの重要性】【継続支援
のための知識・技術の獲得への意欲】の 3 つの
コアカテゴリが生成された。

本稿では「被災地の実態と課題を学ぶ」とい
う被災地訪問の目的に沿って，学生の学びを考
察する。

１．被災地の実態
学生は町職員や保健師の説明を聞き，実際に

被災した地域を歩いたり被災者から話を聴いた
りすることで，被害の甚大さ，災害時の緊迫感，
被災者が抱える辛い思いを実感していた。

本学看護学科のカリキュラムでは，看護基礎

教育の「災害看護」は看護の統合分野の統合看
護領域に必修科目として配置され，4 年次春学
期に履修する。保健師教育における健康危機管
理も 4 年次秋学期の「公衆衛生看護管理論」の
中で履修する。若杉らは自治体保健師の健康管
理実践能力の実態を調査し，災害対応の経験が
保健師の学習に効果的であると述べている 4）。
看護学生を対象とした被災地での公衆衛生活動
に対する認識の調査によると，看護学生は職能
的活動を希望しながらも活動することにためら
いがあり，その主な理由は「責任が持てない」「大
変そう」「難しそう」であった 5）。一方，看護学
生の被災地ボランティアについて，学生が被災
者の感情に配慮し，精神的ストレスの緩和に向
けて被災者の訴えを傾聴したという報告もあ 
る6）。今回の被災地訪問において，学生達は，A
町保健師の話から被災者ニーズへの対応の難
しさを，健康交流会では被災者とコミュニケー
ションをとることの難しさを感じていた。学生
達は〈災害支援技術や知識獲得への意欲〉とし
て，現在看護学生としてできることの他，看護
職としての将来の職業観について考え，職業意
欲を高めること，看護学生として被災者に関わ
る責任について学ぶ機会であったと考えられ
る。今回は災害サイクルの復旧・復興期にある
被災地への訪問であったが，健康を切り口に仮
設住宅の住民と交流した経験は，今後の看護職
資格取得に向けた学習意欲の向上に効果的に働
くことが期待できると考えられた。

大規模災害において，被災した自治体は支援
活動に携わる多くの機関と連携することにな
る。支援活動や調査で収集した情報をカンファ
レンスなどにおいて多職種間で共有し，支援の
ギャップや重複に対する検証により，各機関の
役割や業務範囲を明確化したうえで連携を図っ
ていくことが重要である 7）。学生達は被災地訪
問を通じ，被災者支援の際には〈支援者・受援
者の相互理解や情報共有が重要〉だと気づいて
いた。被災地支援に入る団体等が被災地の住民
を支えるだけでなく，市町村保健師などの地元
の支援者が活動しやすい環境を整えることの重
要性を学んだと考えられる。

平成 30 年 7 月豪雨災害の被災地を訪問した看護学生の学び
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２．被災地の課題
学生が仮設住宅の住民に行った血圧測定は予

想以上に好評であった。学生達は一人ひとりの
住民の身体に触れて血圧を測定し健康状態を
聞き取ることに加えて，住民の気持ちや生活の
厳しさも傾聴していた。前日に被災地の状況を
学生なりに感じ取ってから住民と交流したこ
とで，住民が被災後 9 か月を経てなお心に傷を
負っているという現実，被災前後の健康状態の
変化を受け止めることができ，A 町の災害復興
はまだ終わっていないことを理解することに役
立ったと考えられる。

被災者の地域における心理的経過として，「茫
然自失期」「ハネムーン期」「幻滅期」「再建期」
が知られている。このうち「幻滅期」は被災後
の混乱がおさまり始め，被災者の間にも被害や
復旧の格差が出始める 8）。今回仮設住宅で出会っ
た住民の方々の語りや住民個人が独自に発行さ
れている瓦版の記載からは，復旧が進み生活の
めどが立ち始め，気分が安定する「再建期」には
未だ達していない状況にあると推測された。「幻
滅期」は人によっては数年間継続することもあ
る。学生達は〈被災者との交流の継続は大切な
支援〉だと学び，自身のコミュニケーション技
術の未熟さを痛感しながらも懸命に被災者の語
りに耳を傾け，傾聴という支援の重要性を理解
していた。また，一度だけの視察やボランティ
アで終わらせるのではなく，主に精神的支援を
中心とした継続的な交流の必要性や災害支援の
多様性を学んでいた。

町保健師の話の中に出てきた，県や医療機関，
支援団体等との連絡調整のシステム化や災害時
保健活動の体制整備等の課題については，2 年
次生には理解が難しかったようであるが，平常
時からの備えが自助・共助・公助ともに必要で
あるということは具体的に理解できていたと考
えられる。

Ⅵ．おわりに

DSAC は災害という同じ事象に関心を持つ学
生のサークルである。被災地を訪問することに
より，学生はメディア等からは伝わりにくい【被

災するという現実】に直面し，災害を生き延び
るために【平常時からの備えの重要性】を実感
していた。また，【継続支援のための知識・技術
の獲得】として，災害時の看護や保健に関する
活動のためには，まず看護の基礎的な知識や技
術が大変重要であることを理解し，学業への意
欲を高めることが明らかになった。
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